


































































































































































































































































































































































































































































年度 開講コマ数 受講者数 TOEIC受験者数
2009年 6 36 39
2010年 3 15 30
2011年 6 37 32
2012年 4 44 51
2013年 3 36 39















回 年 月日 人
平均（L＆R）
最高 最低 800点 700点 600点 500点 400点 300点 200点 100点
（L平均＋R平均）
1 2009 2月6日 14 390 595 245 3 3 4 4
（227.1＋162.9）
2 2009 5月30日 12 406.3 795 200 1 1 1 2 2 5
（242.5＋163.8）
3 2009 9月19日 15 452.3 810 225 1 2 4 1 4 3
（260.3＋192.0）
4 2010 2月5日 12 366.3 710 205 1 1 1 3 6
（219.2＋147.1）
5 2010 5月29日 17 293.9 405 175 2 5 8 2
（180.8＋113.1）
6 2010 9月18日 13 431.2 735 205 2 1 5 1 4
（250.8＋180.4）
7 2011 5月28日 11 353.2 580 245 1 3 2 5
（230.0＋123.2）
8 2011 11月19日 12 432.9 590 220 4 3 2 3
（255.4＋177.5）
9 2012 6月9日 27 335 590 180 2 5 8 8 4
（209.6＋125.4）
10 2012 10月27日 5 399.2 655 280 1 2 2
（259.2＋140.0）
11 2013 1月31日 19 270 460 145 1 5 9 4
（165.5＋104.5）
12 2013 5月25日 7 435 465 280 1 5 1
（268.9＋166.1）
13 2013 10月26日 17 360.9 745 185 2 3 5 4 3
（210.0＋150.9）
14 2014 1月30日 15 276 590 170 1 1 1 10 2
（167.3＋108.7）
15 2014 5月17日 14 412 800 170 1 1 1 2 3 5 1
（242.3＋169.7）
16 2014 10月25日 22 361.7 625 190 1 3 2 7 7 2
（225.4＋136.3）























































スコア 800～ 700～ 600～ 500～ 400～ 300～ 200～ 100～









800～ 700～ 600～ 500～ 400～ 300～
200～ 100～
9％
表4
リスニング平均 リーディング平均
800点台 430 392.5
700点台 405.7142857 342.8571
600点台 363.333 276.111
500点台 328.4615 235.9615385
400点台 274.4285714 167.4285714
関係で対策授業に参加できなかった学生も10名
以上おり，そうした学生たちもこういった対策授
業には積極的に参加したいと述べている。その他
の希望としては，こうした対策を直前ではなく，
数週間前に行ってほしいという声が多かった。と
いうのも，今回の対策授業で学んだことを自学自
習する際に試してみたかったが，その時間的余裕
を持てなかったのが残念だったという意見が多く
見られたからである。
5．今後の展望と課題
 英語資格試験受験の奨励
TOEICに限らず英検も含め，今後も大学全体
で英語資格関係の試験の受験者を増やすことが重
要ではないだろうか。本論の冒頭1章で述べたよ
うに，2020年の教育改革ならびに東京オリンピッ
ク・パラリンピック開催に照準を合わせて，さら
にグローバル化を推進してゆく方針を文科省は明
言している。今後の初等教育は，英語授業が導入
され，その推移によっては，大学の格付けにも影
響してくる。大学教育において語学力だけが教育
内容の質を測れるものではない。がしかし，大学
を終了する際に学生たちが選択できる将来の選択
肢が格段に増えること，人との交流の面において
幅広い人脈が獲得できること，さらに広い視野や
思考など人格的豊かさが育まれることなど，未来
の人生や生活に大きな影響を及ぼすコミュニケー
ション能力のキーポイントであることは広く認め
られている。
学士力と一般に言われるが，今後も大学教育の
成果を客観的に示すことが求められるであろう。
教育成果が全て数値化できると思わないし，また
数値化に偏るあまりに，それが目的になってはい
けないと考えている。しかし，現在のところ，大
学教育の内容を示す場合，こうした資格取得に力
点を置くことから始めなければならないと考えて
いる。資格対策授業受講者やTOEIC受験者数は
徐々に増加しているが，全国レベルからすればま
だ十分な総数ではない。他大学においては，取得
単位として認める，あるいは入学時において，外
部テストの結果をすでに導入しているところも現
れている。本学において資格取得制度が設けられ
たことは，学生の学習意欲や動機に大きな影響を
及ぼし，この制度を活用したいと思う学生が増え
てきた。今後の課題は，その層の学生をさらに増
やしていくことであろう。あるいは，学生の多く
に窺える傾向だが，資格試験に対する忌避感をい
かに拭ってゆくかである。こうした課題は，教育
理念とキャリア教育の方向性に深いつながりを持っ
ているのではなかろうか。
2章において示したが，大卒者の80％がこれま
でTOEICを受験したことがない。これは，これ
までの学生時代に求められていなかったからであ
ろう。実際に，実業界に入ってから，その受験を
求められるケースが多い。今後，この数値は確実
に変化してゆくと思われる。そこで，受験期や指
導体制などを熟慮しなければならないのだが，本
学において，在学中に最低3回は受験するなどの
基本方針を打ち出してもよいのではないかと考え
ている。
 リスニング強化
学生の受験結果からわかるように，リスニング
のスコアがある程度獲得できるような段階に到達
するのが，まず重要であると思われる。スコアの
点から言えば，リスニングとリーディングの合計
点が400点台から始まる。このあたりのスコアを
獲得すると，学生たちはリスニングの方が得意で
あること，時間内に解答できるやり易さを理解し
ていることなどの理由から，自身に動機づけ，な
らびに自信が生まれてくる。また，リスニングの
無料アプリなどが多種多様に開発されているので，
学生の中には，手軽に隙間時間を利用して学習し
ている者もいる。また，300点台の学生の多くは，
このリスニング分野を強化することで，400点台
を獲得できる潜在的な力を持つ学生が多くいるこ
とも指摘しておく。
一方，TOEICのリスニングは，先述したよう
に，ナチュラルスピードでアメリカ，カナダ，イ
ギリス，オーストラリアなどの多様なアクセント
のナレーションを使用しているので，実際のコミュ
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ニケーションの場面にも対応し易いという利点が
ある。長年，日本人が英語を学習しているにもか
かわらず，海外に行ったとき英語を理解できない
要因のひとつは，相手が話す内容をまず理解でき
ないことにある。古くからの笑い話で，相手の言
うことがわからないので，とりあえず ・Yes・と
返答したらとんでもないことにあったというもの
がある。コミュニケーションの基本は，聴解力か
ら始まると言ってもよいと考えている。
また，私自身，様々な授業を担当し戸惑うのだ
が，昨今の学生は，英文を声に出して読むという
ことを厭う。リスニングは，声を出す必要がない
のだが，印刷された英文さえも黙読に終始する。
これでは，リスニングやリーディングにおいて，
学生たちが実際に聴力の働きをどれくらい活用し
ているのかがわからない。リーディングも，音声
として発声することで，語彙の発音，リズム，イ
ントネーションなどを確認ならびに矯正できるの
であり，黙読ではなく極力音読を奨励したい。
 カリキュラムの中の資格英語
2014年度から新カリキュラムが施行された。
いわゆる「キャリア英語」としての資格対策授業
は，基礎から始まり，英検対策，TOEIC対策と5
科目設定されている。この1年，その一部を担当
した側として，カリキュラム上は，ステップアッ
プを目論んだ科目設定なのだが，そのステップアッ
プの段階を踏んだ科目履修が行われていない。基
礎力がない学生が，高次の科目を履修する，ある
いはその逆もある。これは，時間割編成，理想的
な科目履修が実現できないという物理的な問題も
あるが，何よりも学生側に，ステップアップを配
慮した科目設置であるという認識が浸透していな
い。これは，今年度の授業履修者が大幅に増えた
一方で，その認識が十分でないために，実際の受
験に結びついていないことからわかる。
ステップアップを目指した「キャリア英語系」
科目については，時間割編成上においても配慮が
必要であると同時に，「基礎」を多くの学生が履
修できるよう，コマ数を増やす，履修しやすい時
間帯に設置する初年次科目と考える。さらに，
「キャリア英語Ⅰ」から「キャリア英語Ⅳ」まで
の履修者には，TOEICや英検の受験を義務付け
る，また，履修者が履修途中において，当該科目
が取得目指す資格を得られた場合は，申請により
定期試験等を免除されるなどのガイドラインを明
確にする必要があるだろう。
ただ，こうしたガイドラインを設けることが，
英語教科単独の方針に止まってはならないと考え
ている。というのも，教育の質の確保，学士力の
明示化という課題を念頭に入れると，キャリア教
育の向上という点に大きく関わって来るからであ
る。キャリア教育を担う重要な分野であるという
認識を確立してほしいと願っている。これらの科
目は，語学系科目では「キャリア科目」として設
置されているので，現在行われている就職対策セ
ミナーに加えて，キャリアセンターでもこうした
資格対策にも力を注いでもらいたい。また，
TOEIC対策だけを取ってみても，近隣に住むビ
ジネスパーソンをも対象に含めることも可能では
ないかと思っている。これは，生涯教育などの分
野に関わるので，駒木学習センターとも連携でき
る分野ではないだろうか。
キャリアセンターや学習センターとの連携が可
能になれば，例えば語学学校からの外部講師によ
る豊富なプログラムが用意できるであろう。本学
の教育理念を踏まえ，さらに今後のグローバル化
社会の対応を考えると，語学学習は学務上の学習
カリキュラムに止まらず，他の組織や機関と連携
することで，あらたな広がりと幅が獲得できる可
能性があるのではないかと考えている。
（了）
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（2） 第9回議事録「語教育に関する有識者会議」文
部科学省ホームページ。
（3） グローバル採用の実態調査 http://doda.jp/
guide/ranking/056.html#01
（4） 松岡昇著『「英語の壁」はディクテーションで
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ASurveyofClassesforEnglishQualification
andResultsofTOEICOverthePast6Years,
andMajorTasksandSomeProspects
EBISAWAKunie
Abstract
In2014,theMinistryofEducation,Culture,Sports,ScienceandTechnologystatedthatby
2020itisdeterminedtotakedrasticandpracticalactionsinordertocopewithswiftlydeveloping
globalizationbymakingmajorchangesinEnglisheducation.Besides,businessworldinJapan
isalsodemandingthatitsfutureemployeesobtainhigherlevelsofEnglishskils.Giventhese
conditions,itisobviousthatinthenearfuturehowmuchcolege-levelEnglisheducationhas
achievedwilbecaledintoquestion,whichmayleadtoanevaluationofeducationalqualityat
universities.
ThispaperisasurveyofEnglishqualificationclassesandresultsofTOEICoverthepast6
years.ThenumberofstudentstakingEnglishqualificationclassesandTOEIChasincreaseddur-
ingtheseyears.Morestudentshavesucceededinachievinghigherscoresaswel.However,as
thenumberofstudentsremainssmalthereisstilmuchmoreroomforimprovement.
ThereforeIdiscussproblemsassociatedwithencouragingmorestudentstoobtainpractical
communicationskilsandthesignificanceofemphasizingEnglishqualificationeducationat
EdogawaUniversity.Ialsosuggestseveralchangesandproposalsintheacademiccurriculumin
closecoordinationwiththeothersections/centers.Englisheducationforqualificationshouldbe
consideredamajorpartofcareereducation.Forbeginners,listeningcomprehensionshouldbe
emphasizedmuchmoreasthebasisoflanguageacquisitionandcommunication.Thereisalsoa
possibilityofexpandingEnglisheducationforqualificationbycooperatingwith,forexample,
theCareerCenterandtheOpenColegeprograms.
